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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abs血act

　　　　A　simp1e　input　system　foI　co1umnaエsection　data　of　soi11ayeエs　with　a　geneエal．

puエpose　mic正ocompute正has　been　deve1oped．0ne　of　the　purposes　of　the　deve1opment　of

this　system　is　to　save1aboエin　accumulating　co1u＾naエsections　of　soi1layeエs　into　the

database　with　a1aエge　computeエ．

　　　　By　this　system　it　is　possible　to　conduct　operations　such　as　input，aユteエing，editi］lg，

fi1ing，retエieva1oエd正awing　ofco1umn趾sections　data　though　m㎝一machine　inteエactionI

　　　　The　advantages　of　this　system　aエe　as　fouows：

　　　　（1）　　The　cost　of　input　columna正sections　of　so迎1ayeエs　with　computeエis　as1ow

as　one　tenth　and　the　requiエed　time　is　on1y　one　sixth　of　the　foエmer　method．

　　　　（2）　　Input　opeエation　can　be　done　whi1ediエect1y1ooking　at　the　oエigin』co1umnaエ

SeCtiOnS．

　　　　（3）　　About400co1umnaエsections　can　be　stoエed　in　a　mini－noppy　disc　sheet．

　　　　（4）　　Tab1es　of　input　co1umnar　sections　can　be　disp1ayed　in　Japanese　chaエacteエs，

and　an　opeIatoエcan　a1teエthe　data　thIough　m；m－machine　inte正action　wh皿e1ooking　at

that　tab1es．

　　　　（5）　　Co1umn肛sections　can　beエe廿ieved　by　the　a∬angement　number　oエthe

1ocation．Retエieved　data　can　be　disp1ayed　in　the　form　of　co1umna正sections0f　in　the

fo正m　of　N－va1ue　chaエts．
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1．経緯および目的

　科学技術庁資源調査会勧告（科学技術庁資源調査会，1968）を契機に当センターでは，昭

和44年から電子言十算機（以下電算機と記す）による都市地盤土質柱状図の蓄積’検索・利用

法の研究を行ってきた。その結果，土質柱状図の電算化（電算機適合化）手法（幾志，1973），

蓄積・検索・表示手法（諸星・幾志，ユ977），地震防災を指向した利用手法（幾志，1982），

などを開発しすでに発表した．

　その間に電算化された土質柱状図は，東京をはじめ横浜市・川崎市・千葉県の京浜京葉地

区のデータが約9000本，震災対策強化地域内の静岡県のデータが約4000本以上におよび，防

災用データベースとして統一化されている．このデータベースは，当センターはもとより，

上記自治体においても有効に利用されている、たとえば川崎市においては，川崎市地質図集

I・1・皿（川崎市公害局，ユ965，ユ972．1983）の発行，簡易式による地盤の液状化の言十算

を行い，また静岡県においてもボーリング柱状図集I・I（静岡県地震対策課，ユ978）の発

行，液状化危険度の推定を行い，地震防災に利用している．

　近い将来発生が予想されている東海沖地震あるいは過去に発生した記録的な大地震の震害

域は広範囲におよぶため，その震害予測を統一的な評価基準のもとに行うことは現状では極

めて困難である．しかし震害と地盤との関係が明確化されつつある現在，土質柱状図の利用

による震度予測（名古屋市防災会議．ユ979），リモートセンシング手法による建物分類（幾志，

1982），（井形・幾志，ユ982）などにより震害予測がある程度可能であることが確められている．

そこで大地震の広域震害予測をとくに防災行政の立場から行う際に，土質柱状図の統一フォ

ーマットによる広域データベースを構築する必要がある、

　一方現在の土質柱状図の多くは，大型建築物を建設する際に建築業者が測定（実際の測定

は専門業者が行っている）し，建築許可申請に使用するもので，許可後はそのまま自治体な

どに置かれ再利用されていない．また自治体においてもデータ整理に多大の労力を必要とす

ることなどから，マイクロフィルムによる撮影整理程度でそのまま放置している所が多い．

これらの土質柱状図は，個々の業者にとっては地盤調査の補足資料として利用でき，また防

災行政にとっても重要なデータ供給源である．

　これらの情勢にかんがみ筆者は，同一基準にもとづく広域データベースの実現を目的とし，

土質柱状図の電算機蓄積・整理作業の省力化を図るために簡易型土質柱状図入カシステムの

開発研究に着手し，今回基本的なシステムを開発したので報告する．

2．システム概要

土質柱状図の電算機への蓄積・整理作業の省力化を図るために，簡易型土質柱状図入カシ
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ステムを開発した．このシステムは，市販のパーソナルコンピュータ（マイクロコンピュー

タ）の機能を利用して，マンマシン応答で土質柱状図の入力・修正・編集・格納・検索・図

化・グラフ化を行うものである．

　このシステムを利用することにより以下の諸点が可能になる．

　11〕漢字表現による土質コード表（メニュー）（表1参照）の番号の選択をマンマシン応答で

　　行うことにより，専門的な知識がない者でも簡単に入力作業が行えること．

　（2）土質柱状図の原図（コード化されていないもの）を見ながら直接入力が行えること、

　｛3〕土質柱状図1本単位の一覧表（漢字表現）（表2参照）の表示ができ，またその表を見1

　　ながらマンマシン応答でデータの修正（変更，削除，挿入）が容易に行えること．

　14）土質工学会の基準に準拠した図式（土質工学会，1973）により土質柱状図をグラフィ

　　　ックディスプレイ（C　RT）に表示できること．

15）N値曲線の折線グラフを表示できること．

（6〕整理番号により整理された土質柱状図をミニフロッピーディスクに約400本，標準フロ

　　ッピーディスクに約ユ200本格納できる．また整理番号およびボーリング地点（100mメ

　　ッシュ，行政区画）による検索を行うことができること．

（7）土質柱状図1本の処理時間をユO分以内にすること．

（8〕システム価格を150万円程度にすること．

3．ハードウェア構成

　現在市販されているパーソナルコンピュータの多くは標準構成として，キーボード・C　R

T・フロッピーディスク・ドツトプリンターを装備している．またそれらの主な利用目的は

業務用事務処理であるため，漢字出カ機能・作図機能・作表機能などを備えているものが多

い．

　以上のような観点から本システムのハードウェア構成は，市販のパーソナルコンピュータ

の標準的な構成を用いている．図1にハードウェア構成図を示す．

　以下に各諸元を示す．

　（1）中央演算装置（C　P　U）は，8ビットまたは16ビットの標準的なもので，特に高度な

　　演算機能は必要ではない．

　（2〕C　R　Tの分解能は640×400画素程度が適当である．

　（3）メモリ（R　AM）は，ユーザエリアとして64キロバイト（K　B）程度が必要となるた

　　め，画像メモリ，漢字表示メモリなどを加えて384K　B．程度が必要である．

　14）フロッピーディスクは，ミニフロッピーディスク（5インチ）または標準フロッピー

　　ディスク（8インチ）を使用する．
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C　P　U

16ビツト
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キーポード

グラフィック

デイスプレイ

640×400
　ドツト

　＃ユ
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　＃2
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o
プログラム　　　　　　　データ

マスターファイル　　ファイノレ

プリンタ
（Hand　Copy用）

図　1　ハードウェア構成図

Fig・1　Ha工dwa工e　configu工ation．

15〕ハードコピー用としてドットプリンターを使用する．16ピン程度が適当である．

今回の開発では，MULT　I－6のタイプMP一ユ605Sを使用した．

4．ソフトウェア構成

4．1　オペレーティングシステム（OS）および言語

　本システムのO　Sは，パーソナルコンピュータの標準O　Sである，米国Digital　Research

社が開発したC　P／M（Control　Program　for　Microcomputer）の16ビット版であるC　P／

M－86を使用している．C　P／M－86を使用することによる利点を以下に示す．

　（1〕広いメモリ空問（1メガバイト＝ユMB）を自由に扱える．

　（2〕大容量のディスク（8MB×ユ6台）を扱える．

　（3〕いろいろな種類の入出カ装置が扱える．

　（4〕8ビット用のC　P／Mとは，完全な上位互換性がある．

　（5〕BA　S　I　C言語をはじめ，F　OR　TR　AN・CO　B　OLなどの言語が扱える．

　上記の11）・（2〕・（3）は，土質柱状図の蓄積・検索・表示を効率よく行うために不可欠な条件

である．また14〕・15〕は，。本システムを汎用的に利用する際に重要な条件である．

一114一



マイクロコンピュータによる土質柱状図入カシステムの開発一諸星

　言語は，現在のパーソナルコンピュータで最も広く使われている，BA　S　I　C（Beginner’s

A1l－purpose　Symbolic　Instruction　Code）言語を使用した。

　B　A　S　I　C言語を使用することによる利点を以下に示す、

　（1〕言語が簡単なためシステムの変更・拡張が容易である．

　（2〕プログラム領域が小さくてすむ．

　｛3）ソフトウェアの価格が安くすむ．

4．2　プログラム構成および機能

　図2にプログラーム機能階層図を示す．

　プログラムは図中の四角形内の一つ一つのモジュールごとに作成され，階層的に連結され

た形で構成される．そのためプログラムの作成が機能別に行われ，誤りの発生を抑えること

ができる．またプログラムの追加・削除・変更をモジュール単位で容易に行える．

　主なプログラム機能は以下の9個である．

　（1）処理手順の管理

　　　周辺機器の初期化，各パラメータの初期化，各処理ルーチンヘの分岐および戻りの管

　　理を行う．

　（2）データ入力処理

　　　土質柱状図を標題・地層・N値に分けてフロッピーディスクに格納する．その際に地

　　層データのメニュー（表ユ）の表示．ポインター処理（詳細は後述）などを行う．

　（3）データ表示およびデータ修正処理

　　　入力されたデータの修正を目的として，標題・地層・N値別に一覧表（表2）をC　R

　　Tに表示する．この表は，土質柱状図の原図との比較検討が行えるように，漢字表現を

　　用いている．

　　　　　　　　表　1地層データのメニュー（コード表）

　　　　　　　Tab1e1Code　numbeIs　for　types，p正operties　and　colo正s　of　soi1s

1土貿名表］

1．衰土6。中砂
2．ローム　　7．　砂
ヨ．粘　土　　8．砂レキ

4．ソルト　9．レ　キ
；．軸　　砂　　10．基艘岩

．　土　　16．スコリ7　0．不明
．有一邊号乞　　　　　　　　　D一データ蠣し

．員　　殻

．1　　母
．浮　　石

［状態表1
1．互■　　5．レンズ　　9一班状
2．拍　1犬　　　　6．’｛イブ　　　　10一妻，　■

3．烈●　　7一ベイン　li．少■
4一シーム　　8．幻状　　12．上郎

ヨ．中部　　　O．不8月
4．下艶　　D、データ瓜し
5．一部

［色旧表コ
1．淡　　　　4、■　　　　　孔竈
2．電　　　5．像　　　畠．椙秦
；．只　　　6．灰　　　a赤

．．紫　　　o．不明
1．白乳　　　　D．データ簑し
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表　2漢字表現によるポーリング土質柱状図データ

Table2Data　of　co1umnaI　sections　of　son　in　Japanese　chaエacteエs

整理番号000001　　一ヒ緯3仙3’40．ぴ　東経　13川6’35．ぴ　施工年月37年2月

　　　　棚高　一765Cm　孔底深度　400㏄m　水位　　㏄m

地o 地后深度 一一土質一一 一一一色隅一一一 混合物 記ウ土質 レキ径 状態
㎜． （Cm） 主　副 1　2　3 1　2 主　副 …榊
1 210 中砂　一 暗　灰　一 レキ　ー 一　　　　　　　　　　　　　・ 5　　10 一

2 470 砂レ　ー 暗　灰　一 レキ　ー i　　　　　　　　　　　　　　　・ 10　30 一

3 83◎ シル　ー 暗　青　灰 貝搬　一 ■　　　　　　　　　　　　　　　■ O　　O 一

4 1345 シル粘土 暗　灰　一 貝殻　一 一　　　　　　　　　　　　　　　一 0　0 一

s 1525 細砂シル 灰　縁　一 ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　I O　O ■

6 1720 紬砂シル 黄福茶　一 一　　　　　　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　・ 0　◎ ・

7 1800 細砂シル 暗　青　灰 一　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ O　O ‘

8 2175 砂レ粘土 褐茶灰　一 レキ　ー ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

5　80 一

9 2445 紬砂　一 暗　灰　一 ■　　　　　　　　　　　　　　　一 0　0 一

10 3055 シルレキ
I
≡
1

一　　　　　　　　　　一 一　　　　　　　　　　　　　　　一

3　30 一

修正有り（Y／N）？

蟹理香号④00①①1　　」蜘34043’ω．ぴ　東握　1W16’弧ぴ　施工年月37年2月
　　　　棚高　一76㏄m　　孔底■深度　4①①㏄m　水位　　　㏄m

N値㎜． N値深度回，Cm N値㎜． N値深度回．Cm N値㎜． N値深度回，Cm

1 266　4！；6 H 2166　Sθ！ほ 2
i

；ε66　S6！25

2 220　50／10 12 2200　50／20 22 3700　50！15

3 450　50／10 13 2ω0　50／30 23 ω00　58／30

4 590　5／3② 1
4

26⑤①　！5／30

5 7①②　5／30 1S 270②　14／30

6 1200　4／30 16 2800　17！30

7 1ω0　5①／21 17 3000　16130

8 160①　6／30 18 ；2①0　38／30

9 170⑤　50！30 19 3300　50！3①
10 1800　50／12 20 3ω0　5①／23

修正有り（Y州）？
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　　　データの修正は，標題・地層・N値別に上記の表を表示し，標題については項目の変

　　更および測定深度ごとの削除・挿入を行う．修正項目の入力処理はデータ入カ処理ルー

　　チンを共用しプログラムの冗長を避けている．しかし地層データについては，ユ測定深

　度分の項目が多いことによる入カ操作の冗長を避けるため，項目ごとの入カを行うル＿

　　チンを用いているI

（4〕土質柱状図の表示

　　　C　R　Tに表示される土質柱状図を図3に示す．図は，標題・図化された主土質および

　副土質・混入物・N値・深度のスケールから成る、土質柱状図はユOmごとに折り返し1

　画面で50m分の表示が行われる．また50m以深の土質柱状図は画面を更新することによ

　　り50m単位で表示される．

　　土質柱状図のパターンは，フロッピーディスクに登録されている8x32ドツトからな

　る基本パターン（図4）を土質柱状図の中に埋め込む方式により作成する．この方式は

　文字をC　R　Tに表示する機能を応用したものでベクトル方式の表示より作図速度が3倍

　程度増す。この方式により主土質は長方形の中に埋め込まれ，副土質は斜め線でぬかれ

　た部分に埋め込まれることにより図化される．

　　混入物は土質柱状図の左側に英文字で表示される．図3のYは有機物の混人を表して

　し、る．

　　N値は貫入量30cmに換算されたN値（換算N値）を数字で表し，数字の中心が測定深

　度になるように表示される．

　　測定深度の目安として土質柱状図の左右にユmごとのスケールを表示する．また土質

　柱状図の上部に各折り返し深度を数字で表示する．

（5〕N値曲線の表示

　　図5にN値曲線を示す．図は，標題・換算N値の折れ線グラフ・深度のスケールから

　構成される．

　　換算N値はOから50までが表示され，測定深度は丸印の中心である．なお50以上の換

　算N値は50として表示される．

（6〕管理レコードの管理

　　データファイルを管理する領域（管理レコード）の各パラメータの処理およびファイ

　ルのチェイン結合のコントロールを行う．

（7）汎用的な処理

　　文字コード変換・メッシュコード変換・日付時刻の読み込みなど一般的な処理を行う．

18）データファイルの初期化

　　デフォルト値（暗黙のルールにより定められた値）の設定および管理レコードの作成

　を行う．

一ユユ8一
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図　3　土質柱状図

Fig．3　Examp1es　of　columnaエsections　of　soi11ayeエs．

図　4　土質柱状図の基本バターン（砂レキ）

Fig．4　A　basic　pattem　of　co1umna正sections（sand　and　gmvel）

（9〕データファイルのオーバーフローの警告

　　柱状図データ入力時に，入カデータ量が1枚のフロッピーディスクの許容量に近づく

　と，警告ベルを鳴らし，C　R　Tに残レコード数を表示する．
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国立防災科学技術センター研究報告　㌻31号　1983年11月

讐理■号㏄①001ヨ蜘　34’43’軌γ　真握13ブ16’弧〆　施工年月37年2月
　　　棚高　一76伽孔底深廣　400㏄㎜水位　　　㏄n　メッシュ■号523702－7321

　n0　　　50n0　　　50m0　　　50m0　　　5①

2 3

2 ； 4
　　　　　　　川」■u　　　　　一一一一一一　NEXT　（Y／N）　？

図　5　N値曲線

Fig．5　Examp1es　of　N－va1ue　chaエts

5．データファイル構成

5．1　データ内容

　土質柱状図は，標題データ・地層データ・N値データに分けられる．標題データの長さは

固定であるが，地層データ・N値データの長さは孔底深度あるいは地層状況により大きく変

化する．

　標題データ・地層データ・N値データはすべてバイナリー（2進整数）で表せるデータで

あり，標題データ中の経緯度データ以外はすべてユ6ビットで表せる．

5．2　ファイル設計上の着眼点

　本システムのファイル構成は機能性および操作性を重点とし，処理速度はマンマシン応答

上さしつかえない程度の速さが確保できればよいこととした．処理速度の大半はフロッピー

ディスクの入出カに要する時問であり，処理の高速化は，現在のハードウェアの著しい進展

状況の中では，ハードウェアの高速化により解決されると判断したからである．

　このような観点から以下の着眼点をあげる．

　11）格納媒体が小容量のフロッピーディスクのため，パッキングなどのテクニックおよび

　　論理的可変長レコードを用いて，データ容量を極カ小さくする．
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（2）入出カデータおよびファイル管理データの形式をバイト単位のJ　I　Sコードおよびバ

　イナリーとすること，一般的なデータベース手法に準拠した手法を用いることなどによ

　り，ファイルの汎用性を維持する．

（3）拡張用領域を設けることなどによりファイルに拡張性を持たせる．

（4）誤操作，電源異常などの障害対策を行いやすくするために簡単な構造にする．

15〕フロッピーディスクシートを手動でとりかえながら整理番号，ボーリング地点（ユOO

　mメッシュ，行政区画など）などによる検索が行える構造にするIたとえば2．5万分あ

　1地形図に対応するフロッピーディスクシートを手動で検索し，そのシートをフロッピ

　ーディスクに装着し，目的の土質柱状図を検索する．

5．3　ファイル構成の特徴

　5，2で述べた着眼点に基づいて設計したファイルの特徴を以下に示す．

11）標題データの長さ，物理的レコード長などを基準として1レコードが64バイト固定長

　　レコードとし，データの入出力を標準的なものとした．また入出カデータ形式は，J　I

　　Sコードとバイナリーの2種としデータのコンパクト化および標準化を図った．

（2）ファイルは管理レコード・整理番号レコード・標題レコード・地層レコード・N値レ

　　コードからなり，それぞれのレコードはポインター（次のレコードおよび前のレコード

　　の格納番地）を持ち，それにより他のレコードとチェイン結合（図6）されている．こ

　のことにより各レコードはハード的に固定されずにレコード単位でフロッピーディスク

　上を自由に移動できディスク空間の有効利用が行える．またポインターにより論理的に

　　は無限に結合できるため，土質柱状図1本に対する論理的レコード（実際は上記レコー

　　ドの集まり）は可変長レコードになる．

13）システム稼動時には，管理レコードがメモリ上に常駐され，各レコードの位置・空き

　領域の位置および大きさなどの管理を迅速に行う．

（4）データの削除はデータのチェイン結合をはずし（削除フラグを立てる）．管理レコー

　　ドに削除レコードを登録（削除レコードのチェインに組込む）することにより行う．こ

　の方法ではデータの移動を行わないため，データの削除が容易に行え，障害の発生を抑

　える効果がある．また削除レコードチェインの利用により削除レコードの再利用が有効

　　に行える．

15）各レコードに拡張用領域を設けファイルの拡張性を図っている．

（6）フロッピーディスクの頭にボリュームラベル（たとえば地図番号）レコードを設け，

　　ボリューム単位の管理を行う．
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菅土哩テータ　　　整蝉番弓レコート　　　標題レコート　　　　地層レコート

・　　．　　‘　　‘

）
N値レ］一ト

一　　　・　　■　　一　　・

）
・

削除レコート

・ （一　　・　一　　・　一　・　　・

I
．

図　6　ファイルのチェイン結合

Fig・6　　Chained工ep工esentation　of　Ieco工ds

5．4　各レコードの内容

　ミニフロッピーディスクの場合の各レコードの割り当てを表3に示す．

（ユ）ラベルレコード（表4．1）

　　　ポリューム名・日時・所有者名などのラベル，ボリューム面数・物理的レコード長な

　　どのハード的な仕様を表す項目から成り，ボリュームの状態を表すレコードである．

（2）管理レコード（表4．2）

　　　整理番号レコード・削除レコードのポインターおよびレコード使用状況を表す項目に

　　より，これらのレコードの管理を行う．また将来はこのレコードで位置による検索用レ

　　コードの管理も行う．

（3〕整理番号レコード（表4．3）

　　整理番号・削除フラグ・標題レコードの番号を示すポインター・拡張用領域から成り，

　　ユレコードで5本分のデータを格納する．また最後部に次の整理番号レコードの番地を

レコード番号 レコート名

1 ラペルレコード

2
3

管甥レコート

4
1
0
3

整理番号レコード

1
0
4
4
1
9
7

標題レコート地層レコードN値レコード

表3レコードの割り当て（ミニフロッピーディスク）

Tab1e3Assignment　ofエecoエds（mini一刮oppy　disc）
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国立防災科学技術センター研究報告　第31号　1983年1ユ月

　示すポインターが置かれる．このレコードは，整理番号によるデータの入カ管理（番号

　の重複・データ削除など）および整理番号によるデータ検索を行う．

（4）標題レコード（表4．4）

　　標題データ・地層レコードの先頭レコード番地とN値レコードの先頭レコード番地を

　示すポインター・標題レコードであることを示す一一H　D”記号・拡張用頒域から成り，

　ユレコードでユ本分のデータを格納する．

（5）地層レコード（表4．5）

　　地層データ・前地層レコード番地と次地層レコード番地を示すポインター・地層レコ

　ードであることを示すu　S　D”記号・拡張用領域から成り，1レコードで2地層分のデ

　ータを格納する．

　　先頭レコードの前地層レコード番地と最終レコードとの次地層レコード番地はOであ

　る．

（6）N値レコード（表4．6）

　　N値データ・前N値レコード番地と次N値レコード番地を示すポインター・N値レコ

　ードであることを示すuND”記号・拡張用領域から成り，iレコードで5個分のN値

　データを格納する．

6．操作手順

　操作手順を図7に示す．メインメニューの選択により，データ入力・データの表示および

修正・柱状図の表示・N値曲線の表示の各操作を繰り返す．

　山　データ入力

　　　整理番号から順に標題を入カする．次に地層データ（主土質・副土質・混入物・状態・

　　色調）を測定深度単位にマンマシン、応答を繰り返しながら入力する．データの終りに一一END”

　　記号を人力する．また各種メニュー（表1参照）の表示はH　M”記号を人カすることに

　　より行う．N値データも同様に測定深度単位に測定深度・打撃回数・貫入量を入カする．

　　貫入量30cmの場合ぱ貫入量の入力を省くことができる．以上の入カ操作において，リター

　　ンキーのみの入力はデータ不明として0が入力され，また入力された数値は右づめの数

　　値として扱われる．

　（2）データの表示および修正

　　　表示および修正を行うデータの整理番号を入カする．指定された整理番号に対する土

　　質柱状図を漢字表現で表示する．

　　　標題データは常に表示され，地層データはユ0地層単位で，N値データは30個単位で繰

　　り返し表示される．
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スタート

1
．

2
．

3
，

4
．

5
、

メインメニュー表示
　〔メインメニュー〕

データ入カ
データの表示及び修止
柱．状図の表示

N値グラフの表示
全処理、終ゴ

整理番弓’および標題入カ

1　　　　　　　　　　5
　　　メニュー選択

　　　　　　　2，3，4 ストップ

地層深度入力 整理番号指定’

　　　　　　　　　V　　　．．END’’？　　　　’

　　　　　　N
N
　　　　M”？

　　　　　　Y

地層コード表出力

地層データ入力

N値深度入カ

　　　　　　Y．END’’？

　　　N

N値データ人カ

地層データ表示

　　　　　　　　Yデータ終η

修正p

Y

地層NO指定

修正種類選択

（1一肖’1除2．挿人3．変．更）

3，4

3一　柱状図表示

4．　N値グ’ラフ表’示

削除

　　　　　　　　Nテ’一タ終ア？

　　　Y

変、更」頂］指定

N　他データ表示

データ終了？

修正？

修正テータ人カ N値NO指定

修正種類選択

削　除 修止テータ人力

図　7
Fig・7

入力操作手順

Input　pIocedu工es
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国立防災科学技術センター研究報告　第31号　1983年ユ1月

　　次に表示されたデータを確認しながら修正を行う．挿人および削除は地層番号または

　N値番号を入力し，変更は各番号と供に項目（地層深度・土質・色調など）を入力する

　ことにより該当箇所を指定し，該当箇所の正しいデータを再入力する．この時のリター

　ンキーのみの入力は，前データのままとしOの人力は行わない．

（3〕土質柱状図の表示

　　土質柱状図の表示を行うデータの整理番号を人力する指定された整理番号に対する土

　質柱状図を図化表示する．　（図3参照）．土質柱状図は50m単位で繰り返し表示される．

　図8に標準的な土質記号を示す．

（4〕N値曲線の表示

　　N値曲線の表示を行うデータの整理番号を入力する．指定された整理番号に対するN

　値データを折線グラフで表示する（図5参照）．データは40m単位で繰り返し表示され

　る．

／5〕全処理終了

　　管理レコードをフロッピーディスクに戻しシステムを終了させる．

【柱状図パタ」ンイメージ】

NO 分順名 己 0 分碩名　己 O 分類名 己 O 分須名 己

1 衰　土 7 砂 13 貝　胆
●
●
●
●
o
●
o
●

2 回一ム 8砂レキ≡：1 14 1　　母 l
l

； 粘　土 ＝ 9 レ　キ 15 潭　石
＾
ム
▲
▲
▲
＾
▲
▲
▲
▲

4 シルト 10 基蟹岩 16 スコリア
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

5 伽　砂
l
l
i
l
l
l
l
l
1
l

1
1
土 o 不　　明

6 中　砂 12
　　　Y、’有o物㍑　　　ソY

D データ畑し

　　　　　　　■腰＜」て箏）？

図　8　土質記号図

Fig．8　Symbols　of　so皿s

7．　まとめ

　土質柱状図の広域データベース構築における1っの難関であるところの電算化作業の省力

化を目的として，汎用パーソナルコンピュータ（M　P一ヱ605S）を使用して土質柱状図の

入力および検索を行うシステムを開発した．

　本システムにより，従来の電算化作業と比較して，費用の面では1本あたり約ユ000円が約
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マイクロコンピュータによる土質柱状図入カシステムの開発一諸星

1OO円と1O分の1に，時間の面では1日あたり約10本が60本と6倍になり，かなりの省カ化が

実現された．また本システムではマンマシン応答による入カおよび修正作業を行っているた

め，入力時の誤操作が即時に修正でき，データの誤入カの面で質が向上した、

　ミニフロッピーディスクシート1枚に約400本，標準フロッピーディスクシート1枚に約

ユ200本以上の土質柱状図が格納できるため，小規模なデータバンクとしても利用でき整理番

号による検索を行うことができた．また位置（100mメッシュ）による検索，町名番地など

による検索も簡単な索引表を設けることにより行うことができる．

　土質柱状図は大型建築物が建設される際には必ず作成されるもので，今後ともに多量の土

質柱状図が作成されるであろう．これらのデータは建築はもとより防災行政の立場からも地

盤の液状化などの震害予測・地盤図作成などを行う上で重要な資料であること，データ作成

に多大の費用が必要なことなどから，作成のための省力化を図り十分に整理し有効利用を行

うべきである一そこで最後に，自治体あるいは建築業者などの各機関・各組織において土質

柱状図の電算化を行い，土質柱状図の有効利用を図ることを提案する．これを実現するため

に本研究において開発したシステムが入カ段階における具体的解決策を与えるものと思われ

る．

　当センターにおいても震災対策強化地域内の土質柱状図データベース拡充のため本入カシ

ステムを実用に供する言十画である．
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